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学習意欲を高める技術科の授業について

比嘉善

HowtoHeightenMotivationforLearninginlndustrial

ArtsLessonsinJuniorHighSchool

ZenichiHIGA。

(ReceivedAug､20,1985）

Summary

lconductedthisresearchusing69industrialartsteachersonthequestionnaire

consistedof36items,withthepurposeofcIarifyingthestructureoffactorsheightening

motivationforleamingintheindustrialartslessons・

Asaresultofhavingmadeaprincipalfactoranalysiso6factorswereextractedThey

were：

１）letthembeactive、

２）ｍａｋｅiteasy，

３）prepare，

４）materialize，

５）questionsandanswers，

６）shake

Judgingfromsuchresults,weshouldbeabletoheightenmotivationforleammg
throughaprogressionoflessonsadoptingthemethodofactivationandmaterializationof

thesefactorsintoconcreteteachin9．

われている。確かに分解組立や製作などの授業の

ときは意欲的１主体的に課題に取り組んでいる姿

生徒の無気力を嘆く教師が多い。がみられる。しかし，実習のうらづけとなる知識

はじめにＩ

学校現場では，生徒の無気力を嘆く教師が多い。がみられる。しかし，実習のうらづけとなる知識

無気力，無関心，無感動のいわゆる三無主義は今・理解の学習になると，あまり意欲を示さず，
日の児童・生徒の代名詞のように使われている。単なる興味本位の物づくりに終わりがちである。

反面，技術科においては，「実習が好きだから」認知領域の学習においても，生徒が意欲的に取り

とか「いろんな物を製作できるから」という理由組むような授業展開を工夫し，学習意欲を高める

で，「技術科は好きな教科であぎfliA答えていることが重要な課題である。
のが多く，他の教科に比べて意欲があるように思学習意欲とは「児童･生徒が勉強の動機(欲求）

を起こし，学習（勉強）行動に駆り立てられるこ

＊T1echEdu.,CollofEdu調Univ・oｆとソと定義されているが心理学や教育心理学で
ｔｈｅＲｙｕｋｙｕｓ 言う「動機づけ（Motivation)」の概念に相当す

－２２９－
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る用語である。

動機づけに関する研究は，外発的動機づけ，内

発的動機づけ，達成動機など多くの理論が提唱さ

れている。しかし，実際の授業の場における学習

意欲育成の方法を科学的に分析した研究は，坂元
５）

らの研究ｶｺﾞあるだけである。その研究では，教師

を対象に学習意欲を高めるための教師から子供へ

の働きかけの調査を因子分析し，７つの因子を抽

出して「目標を明確にする」，「予習，復習を指導

する」，「称賛する」，「応答する」，「理解させ

る」，「活動させる」，「喚起する」と命名している。

同様に児童・生徒を対象に調査を行い，７つの因

子を抽出して「容認する」，「関心をもたせる」，

「教示する」，「挑戦させる」，「競争させる」，

「世話をする」，「協力させる」と命名している。

しかし，これらの働きかけは，学校種別，教科，

児童・生徒の性別によっても有効性が異なると述

べている。そこで，本研究においては前記の先行

研究を参考に，技術科教師の立場からみた学習意

欲育成の方法について調査を行い，因子分析法に

より技術科の授業における学習意欲の因子構造を

明らかにしようと試みた。

Ⅲ結果及びその解釈

(1)平均得点と標準偏差

図１は平均得点と標準偏差を示したものである。

平均得点の高い項目は「完成のよろこびを味わせ

る（4.88）」，「できるだけ実験・実習をとりい

れる（４．７４）」，「学習目標を明確にする（4.54)」

「自作教具を使って説明する（446）」などであ

った。これらの項目は標準偏差も他の項目に比べ

て小さく，教師間でも評価のちがいが少ない項目

である。以上のことから，授業の導入時には，学

習目標を明確に示し，展開の段階では自作教具な

どを使って興味，関心を喚起すると同時に実験や

実習などの実践的活動を通して学習させ，完成の

よろこびを味わわせることが学習意欲を高めるの

に有効であると見られている。

（２）因子構造

因子分析（主因子解のパリマックス回転）を行

った結果，６つの因子が共通因子として抽出され

た。表１にその結果を示す。第１因子において因

子負荷量の高い項目は「３２質問する事項をメモ

させる（0.714）」，「１６次時の課題を出して調

べさせるようにする（0.711）」，「２６授業の始

め，終わりの時間を厳守する（0.674）」，「２次

時の学習内容を予告する（0.677）」，「４疑問点

をメモさせる（0.663）」などであった。これら

の項目は，メモを取らせたり，次時の授業内容を

知らせ課題について調べさせたりするような主体

的な活動をさせることによって，意欲を高めよう

とすることと考えられる。そこで第１因子は多少

無理な点もあるが「活動させる」因子と命名した。

次に第Ⅱ因子で因子負荷量の高い項目は「２９

内容を整理して板書する（0.506）」，「３６身近

かなものと結びつけて話す（0.712）」，「２２質

問の視点を明確にする（0.645）」などであった。

これらの項目は教師の発問や提示，板書などを明

確にし，内容をわかりやすくすることと関連があ

るものと考えられる。そこで第Ⅱ因子は「容易に

する」因子と命名した。

第Ⅲ因子で因子負荷量の高い項目は「2８よい

作品などを展示しておく（0.613)」，「１７機械

工具類を整備しておく（0.544）」であった。そこ

Ⅱ方法

調査の対象は国頭,那覇，島尻支部の教育研究

集会に参加した技術科教師69名である。

調査は昭和59年10月末に行なわれた。

調査の内容は，前記の坂元らの質問紙を参考に

技術科の授業で学習意欲を高めるのに関連がある

と思われる項目（図１）に作りかえ，３６項目につ

いて，５段階（５：非常に有効である４：いく

らか有効３：どちらともいえない２：あまり

有効でない１：ほとんど有効でない）で評定を

してもらった。

データの処理は平均得点，標準偏差の算出と相

関行列に基づき反復推定の主因子法により因子解

を抽出し，パリマックス法による因子軸の回転を

行った。

－２３０－
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図１平均得点及び概準偏差

－２３１－

アンケー卜項’三１
平均得点
1２３４５
HDB■。

標準偏差

Ｉ学習目標を明確にする

２次時の学習内容を予告する２

３完成のよろこびを味わわせる３

４疑問点をメモさせる４

５授業のすすめ方を明示する５

６学習内容をきちんとノートにまとめさせる６

７自作教具を使って税明をする７

８ユーモアをまじえ，生徒をひきつける８

９理解度をチェックしながら進める９

１０できるだけ実験・実習をとりいれるｌＯ

１１０ＨＰやビデオなどを使って提示する１１

】２質問をしたときはほめる１２

１３段階的な目標をあたえる１３

１４授業進度表を作りチェックする１４

１５発表する機会を多くつくる１５

１６次時の課題を出して調べさせるようにする１６

１７機械工具類を笹lWiしておく１７

ｌ８うたがいやむじゆんを起すような提示のしかたをする１８

１９既有の知識や経験と結びつけて説明する１９

２０グループ活動の機会を多くする２０

２１良いところを見つけてほめてやる２１

２２質問の視点を明確にする２２

２３お互いに競争させる２３

２４できるだけ多くの資料を与える２４

２５興味のもてる話し方をする２５

２６授業の始め終りの時間を厳守する２６

２７思考する時間を十分あたえる２７

2８よい作品などを展示しておく２８

２９内容を整理して板書する２９

３０実習のときお互いに助けあうようにさせる３０

３１学習結果を自己評価させる３１
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３３結果より過程を重視する３３
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表１バリマックス回転後の因子負荷

で第Ⅲ因子は「準備する」因子と命名した。体化する」因子と命名した。

第Ⅳ因子で因子負荷量の高い項目は「１０でき第Ｖ因子で因子負荷量の高い項目は「１１０ＨＰ

るだけ実験，実習をとりいれる（0.568）」，「７やビデオなどを使って提示する（0.752）」，「１２

自作教具を使って説明する（0.537)」であった。質問をしたときはほめる（0.511）」などである。

これらの項目は学習内容をより具体的に構成するこれらの項目は学習内容を視聴覚機器などを使っ

ことに関するものである。そこで第Ⅳ因子は「具て提示，問答し，強化をすることを意味すると思

一２３２－

ＩⅡⅢⅣＶⅥ h２

１
２
３
４
５
６
７
８
９

０１
１１

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
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３
４
５
６

１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３

０５３９０．１１８0.1690.425ｑｌ５９-0.041

0.6670.085０．１１９０．３０１-0.010－０１５０

０１２１０．１４１－ｑＯ８９０．４６７０．１０５-0.025

0.663-0.0170.0570.246－０．１１５0.225

0.5840.2630.1590.290０．２０１0.162

0.578０．１３８0.2180.0920.2810.022

－０．１２７－０．００３－ｑＯ１６0.5370.006０．１９４

ｑｌｌ２０．１３８ｑＯ１５-0.0680.384－ｑ148

0.5830.2310.091-0.0930.247０．１０９

０．２４１－０．０１４０１１２0.568-0.067０．１５８

０１２５-0.0790.2660.3060.7520.029

0.2700.288－０．１６８0.259０．５１１0.404

0.6050.305-0.0580.3600.0180.294

0.5910.372０１８６0.077０．１８０0.200

0.604０．１４０0.0660.0960.359０．０３０

０．７１１ｑｌ７３０．１０１０．０３５０．１５３0.180

0.299０」３６0.544００８３-0.054ｑ096

0.1610.098０．１２００１４８－０．１６４Ｕ6１０

０１５３0.4610.0590.2300.026ｑ１５９

０．３０１０．１０１0.3810.024０．１４７０．２１３

０．０９３０．３４７0.2350.3860.2930.160

0.4760.645０．２７２0.209-0.025－０．１０７

－０．０００００７８０．１７２0.2120.0540.668

0363０２５８0.060-0.129０．１９６0.276

0.1270.3490.2320395０．１０８ｑ110

0.6740.2050.416０．０１５－０．０２０-0.112

0.4590.225ｑ483-0.228,0.3060.078

0.0720.0600.6130.050ｑｌｌ５0.204

0.506０．５０６0.393－０．０２８０．１１１-0.120

0.540０．１９９0.4380.037-0.023-0.141

0.5300.3690471０．１３８ｑＯ５０-0.085

0.7410.2390.2510.0750-007０．１７４

０．５２５0.2860.4050.005ｑｌ２５-0.010

0.3100.4480.0330.205０．１０２0.147

0.5890.327０．２４１-0.067０．１９２0.102

0.225０．７１２0.172-0.059０．１２７0.084

0.540

0.580

0.272

0.567

0.586

0.488

0.342

0.206

0.482

0.423

0.752

0675

0.678

0.600

0.526

ｑ604

0422

0.470

0.318

0.313

0.445

0.772

0.530

0.334

0.371

０６８３

0.646

0.442

0.694

0.545

0.667

0.705

0.536

0.372

0.564

0.613

ＶＰ 7.395３．０３２2.640２．１９８1.7861.716
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われる。そこで第Ｖ因子は「問答する」因子と命

名した。

第Ⅵ因子で因子負荷量の高い項目は「２３お互

いに競争させる（0.668）」，「1８うたがいやむ

じゆんを起こすような提示のしかたをする(0.610)Ｕ

などであった。これらの項目は生徒の思考過程や

学習の場にゆさぶりをかけることと深く関わって

いるものである。そこで第Ⅵ因子は「ゆさぶる」

因子と命名した。

Ⅳ者察

表２は分析の結果をもとに，それぞれの因子に

因子負荷風の高い項目を抜き出して作成した，学

習意欲を高めるための指導行動である。
Ｇ）７）

活動させること(ま，活動の動機や坂元らの研究

からも，その重要性がみとめられている。

容易にすることは，学習内容が「わかった」，

「できた」という成功感，満足感を味わわせるこ

表２学習意欲を高める指導行動

とになり，次の学習への意欲を高めるのに有効とすもとになり学習活動が意欲的になるものと考え

いえよう。られる゜

準備することは，技術科の授業が計画や製作，以上の結果から，これらの因子に関する働きか

整備などの実践的な活動を中核として展開されるけを授業展開に取り入れることにより，学習意欲

ことからも，作品の見本を展示したり，機械工具を高めることができるものと思われる。

類を整備して学習の環境を整えることは意欲を高

めるのに大切なことである。

具体化することは，実験．実習などの操作活動ｖまとめ
を通して興味，関心を喚起することや自作教具の本研究は，技術科の授業における学習意欲を高

有効性とも関連し重要な要素である。める因子構造を明らかにする目的で，技術科教師

問答することは，授業への参加，容認を意味す６９名を対象に36項目からなる調査を行った。主因

るとともにＫＲ（Knowledgeofresult）とも関子法による因子分析を行った結果，「活動させる｣，

連し，意欲の促進に大きな影響を与えるものと恩「容易にする」，「準備する」!「具体化する」，

われる。「問答する」，「ゆさぶる」と命名できる６つの

ゆさぶることは，生徒の認知面での矛盾,当惑，因子が抽出された。

疑問などを喚起し，学習への知的好奇心を引き出以上のような結果から，これらの因子に関する

－２３３－

因子名 調査項目

１活動させる
質問する事項をメモさせる

次時の課題を出して調べさせるようにする

２容易にする
内容を整理して板書する

身近かなものと結びつけて話す

３準備する
よい作品などを展示しておく

機械工具類を整備しておく

４具体化する
できるだけ実験・実習をとり入れる

自作教具を使って説明する

５問答する
ＯＨＰやビデオなどを使って提示する

質問をしたときはほめる

６ゆさぶる
お互いに競争させる

うたがいやむじゆんを起こすような提示のしかたをする
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具体的な働きかけを授業展開に取り入れることに

より１学習意欲を高めることができるものと思わ

れる。

最後に本研究にあたり調査に御協力下さった技

術科の先生方に深く感謝の意を表します。

(3)河野進意欲的学習の実態技術・家庭教育vｏＬ３３

ＮＵＬ１０１９８２Ｐ、１７

(4)青柳篭授業改革事典２Ｐ、２３第一法規

１５)坂元昂ほか３名学習意欲開発の方法に関する研

究i2）日本教育工学雑誌vｏｌ３Ｎｕ２（１９７８）

Ｐ５７～７０

(6)奥野茂夫授業に魅力をもたせる動機づけ児童心理

1９８２．４Ｐ，８８

(7版元昂ほか３名学習意欲開発の方法に関する研

究(2)日本教育工学雑誌voL3NbL2（１９７８）Ｐ、６７

(8)斉藤義輝ほか３名技術科における意欲的学習に関

する研剰1）第27回日本産業技術教育学会年次大会発
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